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高
齢
者
詣
若
台
宅
う
ペ
リ
舷
し
光

　
　
　
　

在
宅
と
施
設
入
所
の
窓
口
を
一
本
化

　

ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
み
、
お
年
寄
り
か
ら
の
要
望

が
多
様
化
す
る
中
、
市
で
は
四
月
の
機
構
改
革
に
よ
り

福
祉
課
に
「
高
齢
者
福
祉
室
」
を
新
設
0
従
来
、
福
祉

事
務
所
の
二
つ
の
係
で
行
っ
て
い
た
お
年
寄
り
の
福
祉

を
I
つ
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

楽しく絞り染め（聖和園デイサービスセンター）

「
室
の
新
設
」
に
よ
り

　

三
月
ま
で
お
年
寄
り
の
福
祉

は
、
在
宅
の
た
め
の
福
祉
と
施
設

人
所
と
が
別
の
係
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
高
齢
者
福
祉
室
が
新
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
、

お
年
寄
り
の
福
祉
に
つ
い
て
総
合

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
増
員
や
痴
ほ
う
性
老
人

の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
開

始
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
拡
充
な

ど
に
よ
り
在
宅
で
頑
張
っ
て
い
る

方
々
を
応
援
し
ま
す
。

　

同
時
に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
と
も
連
絡
を
密
に
し
て
、
在

宅
の
お
年
寄
り
の
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
し
、
老
人
福
祉
の
一
層

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

大
野
市
内
に
聖
和
園
と
一
乗
ハ
イ

ツ
の
二
ヵ
所
に
あ
り
、
福
祉
関
係

の
職
員
が
二
名
ず
つ
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

・
介
護
に
関
す
る
電
話
・
面
接

　

相
談
。
電
話
相
談
は
二
十
四
時

　

間
受
け
付
け
し
ま
す
。

・
介
護
の
方
法
に
つ
い
て
の
指
導
、

　

助
言
。

・
車
い
す
や
ベ
ッ
ド
な
ど
介
護
機

　

器
の
展
示
と
使
用
指
導
。

・
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

　

関
す
る
市
・
保
健
所
・
施
設
な

　

ど
と
の
連
絡
、
調
整
。

・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
手
続
き

　

の
代
行
な
ど
を
無
料
で
し
ま
す
。

　

家
族
の
方
が
寝
た
き
り
や
痴
ほ

う
性
に
な
っ
た
場
合
、
一
人
で
悩

ま
な
い
で
気
軽
に
支
援
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

聖
和
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
豊
6
6
・
1
8
7
4
）

－
乗
ハ
イ
ツ
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
容
6
5
・
5
7
1
9
）

聖和園在宅介護

　　

支援センター

　

筒井紀子さん

1人で考え込まないで

　

在宅介護支援センターの存在について

あまり知られていないようです。介護が

必要な家庭を訪問すると、お嫁さんが1

人で介護を抱え込み、重圧になっている

ことが多いようです。家族全員で介護す

る気持ちが必要ではないでしょうか。ど

こへ相談してもだめだとあきらめない

で、すぐに電話してください。お伺いし

ていろいろなサービスを紹介し、在宅介

護の手助けをします。皆さん、高齢化問

題を人ごとだと考えないでください、み

んなが年をとるんですから。



ご
存
じ
で
す
か
在
宅
福
祉
の
三
本
柱

介
護
で
困
つ
て
い
ま
せ
ん
か

　

お
年
寄
り
を
在
宅
で
介
護
し
て

い
く
場
合
、
た
く
さ
ん
の
問
題
点

が
あ
り
ま
す
。

・
入
浴
や
排
せ
つ
の
介
助
は
、
一

　

人
で
は
大
変
で
す
。

・
外
出
で
き
な
い
。

・
自
分
が
病
気
し
た
と
き
の
介
護

　

の
こ
と
が
心
配
。

・
高
齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
し
て

　

い
る
こ
と
が
多
い
。

・
中
高
年
女
性
に
介
護
負
担
が
偏

　

っ
て
い
る
。

・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
よ
く
理

　

解
さ
れ
ず
、
十
分
活
用
さ
れ
て

　

い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で

も
、
三
本
柱
と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　

一
人
暮
ら
し
や
寝
た
き
り
、
痴

ほ
う
性
な
ど
の
お
年
寄
り
が
い
る

家
庭
ヘ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問

し
て
、
日
常
生
活
の
お
世
話
を
し

ま
す
。
入
浴
・
食
事
の
介
助
か
ら

お
む
つ
交
換
・
買
い
物
・
掃
除
・

洗
濯
な
ど
い
ろ
い
ろ
手
助
け
し
ま

す
。
生
活
や
介
助
の
こ
と
な
ど
、

気
楽
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
料
は
一
時
間
当
た
り
、
所

得
に
応
じ
て
無
料
か
ら
九
百
十
円

ま
で
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
八
人
の
ヘ
ル
パ
ー
が
五

十
三
世
帯
へ
訪
問
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
三
人
が
増
員

さ
れ
る
予
定
で
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
性
の
お
年

寄
り
な
ど
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
人
が
、
病
気

や
冠
婚
葬
祭
、

介
護
疲
れ
の
た

め
一
時
的
に
介

護
で
き
な
い
場

合
、
最
高
七
日

間
ま
で
老
人
ホ

ー
ム
で
お
世
話

し
ま
す
。
介
護

を
し
て
い
る
人

が
入
院
し
た
場

合
に
は
、
さ
ら
に
延
長
も
可
能
で

す
。

　

現
在
、
聖
和
園
と
和
光
園
の
二

ヵ
所
で
実
施
し
、
十
二
人
ま
で
対

応
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
料
は
食
事
な
ど
の
実
費
程

度
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
延
べ
五
百
一
人
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　

体
の
弱
い
お
年
寄
り
を
自
宅
か

ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で

リ
フ
ト
バ
ス
で
送
迎
し
、
食
事
や

入
浴
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
サ

ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。
機
能
訓
練
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、
楽

し
く
一
日
が
過
ご
せ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
現
在
、
聖
和
園
と

一
乗
ハ
イ
ツ
の
二
ヵ
所
に
あ
り
、

利
用
は
週
一
回
程
度
で
き
ま
す
。

今
年
度
さ
ら
に
和
光
園
で
痴
ほ
う

性
老
人
の
た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
り
ま
す
。

　

利
用
料
は
実
費
程
度
で
す
。

　

ほ
か
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
給
付

　

車
い
す
・
ベ
ッ
ド
な
ど
の
介
護

用
具
を
給
付
し
ま
す
。
所
得
に
応

じ
た
負
担
金
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て

い
ま
す
。

訪
問
入
浴
（
入
浴
サ
ー
ビ
ス
）

　

寝
た
き
り
の
た
め
自
宅
で
入
浴

が
で
き
な
い
お
年
寄
り
の
家
庭

へ
、
入
浴
車
が
訪
問
し
ま
す
。
現

在
、
二
台
の
入
浴
車
が
あ
り
、
月

二
回
程
度
の
利
用
が
で
き
ま
す
。

若
干
の
利
用
料
が
必
要
で
す
。

紙
お
む
つ
支
給

　

寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
性
の
お
年

寄
り
で
常
時
お
む
つ
が
必
要
な
方

へ
、
紙
お
む
つ
を
支
給
し
ま
す
。

利
用
料
は
所
得
に
応
じ
て
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
宅
改
造
助
成

　

介
護
が
必
要
な
お
年
寄
り
が
自

宅
で
生
活
し
や
す
い
よ
う
に
手
す

り
を
つ
け
た
り
、
浴
室
を
改
造
し

た
り
す
る
場
合
に
、
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
新

築
・
増
改
築
は
対
象
外
で
す
。

　

紹
介
し
た
以
外
に
、
保
健
セ
ン

タ
ー
・
保
健
所
・
社
会
福
祉
協
議

会
で
も
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

役
所
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
室
ま
で

ど
う
ぞ
。

豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
4

私たちが伺います

訪問先で
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支
援
し
ま
す
あ
な
た
の
子
育
て

延
長
保
育
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ま
で

　

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た

め
、
保
育
所
や
児
童
養
護
施
設
で
い
ろ
い
ろ
な
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
夕
刻
・
夜
間
、
年

度
途
中
の
産
休
・
育
休
明
け
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
児
童
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

早
朝
や
夕
刻
の

　
　

仕
事
で
も
大
丈
夫

　

保
護
者
の
就
業
時
間
の
多
様
化

や
通
勤
時
間
の
増
加
な
ど
に
よ
る

保
育
時
間
の
延
長
の
要
望
に
応
じ

て
、
早
朝
・
夕
刻
に
保
育
の
充
実

を
図
り
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
し
ま
す
。
二
園
で
早
朝
・

夕
刻
保
育
を
行
い
、
二
園
で
夕
刻

保
育
を
行
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
市
の
保
育
料
徴
収
基

隼
刀
と
お
り
で
す
。

【
早
朝
・
夕
刻
延
長
保
育
一

　

春
日
保
育
園
と
亀
山
保
育
園
で

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時

ま
で
。

【
夕
刻
延
長
保
育
】

　

誓
念
寺
保
育
園
と
開
成
保
育
園

で
、
午
後
七
時
ま
で
。

産
休
や
育
休
明
け
に
も

　
　
　
　
　

ご
心
配
な
く

　

産
後
休
暇
明
け
や
育
児
休
業
明

け
な
ど
年
度
途
中
で
も
O
歳
児
保

育
の
要
望
に
答
え
ま
す
。
出
生
前

か
ら
入
所
申
請
を
受
け
付
け
、
計

画
的
に
入
所
の
対
応
を
し
ま
す
。

　

い
と
よ
保
育
園
と
開
成
保
育
園

の
二
園
で
乳
児
の
受
け
入
れ
を
し

ま
す
。

　

費
用
は
、
市
の
保
育
料
徴
収
基

準
の
と
お
り
で
す
。

病
気
や
仕
事
な
ど
で

　

留
守
に
な
る
と
き
は

　

保
護
者
が
社
会
的
な
理
由
で
一

時
的
に
家
庭
で
児
童
を
養
育
で
き

な
い
場
合
や
、
児
童
を
緊
急
に
保

護
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
、
児
童

福
祉
施
設
「
日
の
出
善
隣
館
」
で

七
日
間
を
限
度
と
し
て
、
児
童
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

　

社
会
的
理
由
と
は
、
病
気
・
出

産
・
看
護
・
事
故
・
災
害
・
冠
婚

葬
祭
・
転
勤
・
出
張
な
ど
で
す
。

　

費
用
は
一
日
当
た
り
、
子
供
の

年
齢
や
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
て

無
料
か
ら
六
千
三
百
円
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
の
仕
事
が

　
　
　

夜
間
の
と
き
は

　

父
子
家
庭
な
ど
で
、
父
親
や
保

護
者
の
仕
事
が
い
つ
も
夜
間
に
わ

た
り
、
児
童
の
面
倒
を
見
ら
れ
な

い
と
き
、
児
童
福
祉
施
設
「
日
の
出

善
隣
館
」
で
児
童
を
預
か
り
、
夕
食

の
提
供
や
生
活
指
導
を
し
ま
す
。

　

費
用
は
一
日
当
た
り
、
保
護
者

の
所
得
に
応
じ
て
無
料
か
ら
八
百

五
十
円
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
紹
介
し
た
こ
と
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1

1
1
1
内
線
4
7
5
）
ま
で

母
子
・
父
子
医
療
の
対
象

年
齢
が
広
が
り
ま
し
た

・
こ
れ
ま
で
は
子
供
の
年
齢
が
ト

　

八
歳
に
達
す
る
と
、
受
給
資
格
が

　

無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
住
所

　

年
齢
に
つ
い
て
次
の
表
の
と
お
り

　

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

年
齢
制
限
に
よ
り
資
格
を
喪
失

し
た
人
で
、
今
回
の
改
正
に
よ
り

対
象
と
な
る
人
は
、
市
福
祉
課
児

童
福
祉
係
で
申
請
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

［
申
請
に
必
要
な
物
］

・
保
険
証
・
印
鑑
（
認
印
）
・
戸

　

籍
謄
本
・
住
民
票
謄
本
ほ
か

対象 改正前 改正後

母・父 子供が18歳まで
就学・就業を問わず、子が
20歳まで

子供 在学中は18歳まで、
その他は16才まで

在学中は20歳まで、その他
は16歳まで

住所 市内に限る
母・父は市内に限る、子供は
在学中は市外でも可

問
合
せ
先
市
役
所
福
祉
課
児
碩

　

福
祉
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
7
5
）
ま
で



大野市が「水の郷百選」に選ばれる

水と緑の文化をはぐくむために

　

三
月
二
十
二
日
、
国
土
庁
が
選

定
す
る
「
水
の
郷
百
選
」
に
大
野

市
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　

「
水
の
郷
百
選
」
と
は
地
域
特

有
の
水
を
め
ぐ
る
歴
史
や
生
活
文

化
を
維
持
・
発
展
さ
せ
な
が
ら
優

れ
た
水
環
境
の
保
全
に
努
め
、
水

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
成
果

を
挙
げ
て
い
る
地
域
を
、
広
く
全

国
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。
平
成

六
・
七
年
度
の
二
年
間
に
、
全
国

か
ら
応
募
の
あ
っ
た
二
百
五
十
四

地
域
の
う
ち
百
七
地
域
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
市
が
選
ば
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
水
田
湛
水
、
地
下
水
保
全
条
例

　

の
制
定
、
地
下
水
位
の
表
示
な

　

ど
地
下
水
保
全
の
た
め
の
積
極

　

的
な
活
動

②
湧
水
を
利
用
し
た
共
同
洗
い
場

　

と
そ
の
保
全
の
た
め
の
積
極
的

　

な
住
民
活
動

③
国
の
天
然
記
念
物
「
本
願
清
水

　

イ
ト
ヨ
生
息
地
」
の
保
全

な
ど
で
す
。

　

こ
の
選
定
を
契
機
と
し
て
、
水

を
守
り
、
水
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
が
さ
ら
に
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
水
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
同
じ
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
地
域
と
の
交
流
・
連
携
が

強
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。木本地区の水田湛水と御清水

合併処理浄化槽の

　　　　

設置に補助

河川にやさしい排水を

昨年、市役所に設置された合併処理浄化槽

　

市
で
は
、
河
川
の
汚
れ
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
生
活
雑
排

水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
美
し
い
自
然

を
守
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金

を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
と
は
、
し
尿

と
台
所
や
洗
濯
、
ふ
ろ
な
ど
の
生

活
雑
排
水
を
同
時
に
処
理
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
新
し
く
五
十
人

槽
以
下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
補
助
金

の
額
は
人
槽
に
応
じ
て
増
え
、
一

般
家
庭
の
場
合
、
最
高
限
度
額
は

八
十
五
万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飲
食
店
に
設
置
す
る

場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

申
し
込
み
期
限
は
七
月
三
十
一

日
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
保

健
衛
生
課
衛
生
係
（
豊
6
6
・
1
1

1
1
内
線
1
7
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補助金の限度額

人槽区分
限度額

飲食店営恣の許lllを有するものその他レ般家庭・事業所）

5人槽 339，000円 339，000円

6～7人槽 494，000円 494，000円

8～10人槽 854，000円 854，000円

11～20人槽 1，895，000円 854，000円

21～30人槽 3，357，000円 854，000円

31～50人槽 4，429，000円 854，000円



市
の
人
事
異
動

　

市
は
四
月
一
日
付
で
、
総
数
百
八
十
五
人
の
人
事
異
動

を
発
令
し
ま
し
た
。
部
長
制
の
導
入
に
よ
り
、
政
策
形
成

。
総
合
調
整
機
能
の
充
実
を
行
い
ま
し
た
。
内
訳
は
、
部

長
級
七
人
、
課
長
級
十
八
人
、
課
長
補
佐
級
二
十
一
人
、

係
長
級
三
十
七
人
、
主
査
級
二
十
六
人
、
一
般
職
三
十
四

人
、
業
務
職
三
十
人
、
新
採
用
は
八
人
で
す
。
係
長
級
以

上
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

部
長
級

「
市
長
部
局
」
▼
市
長
公
室
長
・

高
柳
和
夫
▼
総
務
部
長
・
稲
葉
一

夫
▼
市
民
福
祉
部
長
・
羽
生
悦
夫

▼
産
業
経
済
部
長
・
駒
原
武
夫
▼

建
設
部
長
・
北
山
孝
雄

　

［
教
育
委
員
会
］
？
事
務
局
長
・

井
ノ
部
寛
之

　

【
議
会
事
務
局
】
？
局
長
・
深
田

義
一課

長
級

【
市
長
部
局
】
▼
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
長
・
廣

瀬
円
信
▽
総
合
政

策
課
長
・
松
嶋
秀

明
？
総
務
部
▽
総

務
課
長
・
前
田
紀

男
▽
工
事
検
査
室

長
・
笹
川
亮
一
▽

税
務
課
長
・
平
鍋

金
一
▼
市
民
福
祉

部
▽
生
活
環
境
課

長
・
小
池
好
孝
▽

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
所
長
・
宮
西
弘

司
▽
保
健
衛
生
課

長
兼
ね
て
浄
化
セ

ン
タ
ー
所
長
・
保

健
セ
ン
タ
ー
所
長

・
奥
野
耕
作
▽
福
祉
課
長
兼
ね
て

高
齢
者
福
祉
室
長
・
福
祉
事
務
所

長
・
松
本
多
嘉
雄
▼
産
業
経
済
部

▽
林
務
課
長
・
大
倉
清
左
工
門
▽

商
工
観
光
課
長
・
阪
井
康
雄
？
建

設
部
▽
中
部
縦
貫
道
対
策
課
長
・

山
田
晃
▽
上
水
道
課
長
・
廣
瀬
生

実
▽
下
水
道
課
長
・
加
藤
務
？
会

計
課
長
・
竹
田
由
紀
子

　

【
教
育
委
員
会
】
▽
社
会
教
育
課

長
・
斉
藤
幸
雄
▽
文
化
振
興
室
長

兼
ね
て
文
化
会
館
長
・
上
松
博
道

▽
ス
ポ
ー
ツ
課
長
・
加
藤
勲

　

「
監
査
委
員
事
務
局
」
▽
局
長
・

楠
新
一
郎

課
長
補
佐
級

　

【
市
長
部
局
】
？
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
課
長
補
佐
・
大
前
原
勝

一
▽
総
合
政
策
課
課
長
補
佐
・
下

河
育
太
▼
総
務
部
▽
総
務
課
課
長

補
佐
・
松
田
訓
夫
▽
工
事
検
査
室

次
長
・
嶋
田
康
博
▽
税
務
課
課
長

補
佐
・
水
上
多
水
枝
▼
市
民
生
活

部
▽
生
活
環
境
課
課
長
補
佐
・
谷

脇
一
治
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
次

長
・
川
縁
俊
一
▽
保
健
衛
生
課
課

長
補
佐
・
飯
山
靖
一
一
▽
福
祉
課
課

長
補
佐
・
出
目
涼
子
▽
高
齢
者
福

祉
室
次
長
・
布
川
和
f
？
産
業
経

済
部
▽
農
務
課
課
長
補
佐
（
農
村

整
備
担
当
）
・
藤
田
英
機
▽
林
務

課
課
長
補
佐
（
林
野
整
備
担
当
）

・
安
岡
庄
助
？
建
設
部
▽
建
設
課

課
長
補
佐
・
羽
生
達
夫
▽
都
市
計

画
課
課
長
補
佐
・
長
瀬
哲
匝
▽
中

部
縦
貫
道
対
策
課
課
長
補
佐
・
寺

西
重
朗
▽
上
水
道
課
課
長
補
佐
・

伊
藤
吉
紀

　

「
教
育
委
員
会
」
▽
社
会
教
育
課

課
長
補
佐
・
石
田
喜
子
▽
ス
ポ
ー

ツ
課
課
長
補
佐
・
篠
原
孝
康

係
長
級

　

【
市
長
部
局
】
▼
市
長
公
室
▽
秘

書
広
報
課
広
報
広
聴
係
長
・
加
藤

郁
子
▽
総
合
政
策
課
政
策
企
画
係

長
・
田
中
雄
一
郎
▽
同
課
開
発
推

進
係
長
・
石
田
光
義
？
総
務
部
▽

総
務
課
職
員
係
長
・
巻
寄
富
美
男

▽
同
課
行
政
係
長
・
島
田
博
明
▽

同
課
情
報
管
理
係
長
・
島
田
健
一

▽
財
政
課
財
政
係
長
・
江
波
庄
進

▽
税
務
課
市
民
税
係
長
・
宮
越
剛

生
▼
市
民
福
祉
部
▽
市
民
課
市
民

窓
口
係
長
・
山
村
正
人
▽
同
課
国

保
係
長
・
石
塚
多
鶴
子
▽
生
活
環

境
課
環
境
保
全
係
長
・
長
谷
川
幸

雄
▽
同
課
市
民
生
活
係
長
・
木
戸

日
正
和
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設

係
長
・
宮
原
章
一
▽
同
業
務
係
長

・
臼
井
一
▽
保
健
衛
生
課
衛
生
係

長
・
販
方
嘉
浩
▽
同
課
健
康
増
進

係
長
・
大
下
節
香
▽
浄
化
セ
ン
タ

ー
衛
生
処
理
係
長
・
大
久
保
雅
章

▽
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
・
松
山

禎
子
▽
同
課
児
童
福
祉
係
長
・
木

嶋
た
み
肴
▽
六
呂
師
保
育
園
長
…

小
池
利
恵
f
▽
高
齢
者
福
祉
室
高

齢
者
福
祉
係
長
・
小
倉
敬
一
？
産

業
経
済
部
▽
農
務
課
農
地
係
長
・

清
水
清
隆
▽
商
に
観
光
課
商
1
1
労

政
係
長
・
中
村
浩
一
▽
同
課
観
光

係
長
・
斉
藤
信
夫
？
建
設
部
▽
都

市
計
画
課
計
画
開
発
係
長
・
辻
忠

信
▽
中
部
縦
貫
道
対
策
課
中
部
縦

貫
道
対
策
係
長
・
松
田
輝
治
▽
土

水
道
課
業
務
係
長
・
松
田
安
雄
▽

下
水
道
課
計
画
係
長
・
佐
々
木
巌

▼
会
計
課
会
計
係
長
・
宮
下
真
一

　

【
教
育
委
員
会
】
▽
社
会
教
育
課

青
少
年
女
性
係
長
・
井
部
淑
子
▽

文
化
振
興
室
文
化
係
長
・
平
瀬
照

夫
▽
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係
長

・
川
端
雅
夫
▽
土
庄
幼
稚
園
教
頭

・
宮
沢
貞
淳
▽
富
田
幼
稚
園
教
頭

・
安
川
照
子
▽

　

【
議
会
事
務
局
】
▽
議
事
調
査
係

長
・
四
方
一
人

　

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▽
係
長
・

m
2
0
み
ち
代

嘱
託
員
〔
新
任
〕

　

【
市
長
部
局
】
▽
児
童
セ
ン
タ
ー

館
長
・
起
橋
英
子
▽
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
所
長
・
巻
寄
則
夫

　

【
教
育
委
員
会
】
▽
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
総
〈
口
体
育
施
設
所
長
・
上
橋

喜
代
志

退
職
者
（
3
月
3
1
日
付
）

　

【
一
般
職
】
▽
土
橋
喜
代
志
（
保

健
衛
生
課
長
）
▽
山
品
弘
行
（
言

語
治
療
教
室
係
長
）

　

【
業
務
職
】
▽
宮
崎
栄
蔵
（
清
掃

事
務
所
）
▽
伊
藤
節
子
（
有
終
頃

小
学
校
）
▽
山
田
よ
し
ゑ
（
上
庄

小
学
校
）

新採用職員へ辞令交付



エキサイティング

スポーツ

情X報

松野明美さん

　　　

招待選手に

　

5月26日に開催される

第32回越前大野名水マラ

ソンの招待選手が、松野

明美さん（ソウル五輪1

万に代表）に決定しました。

●
市
民
テ
ニ
ス
大
会

日
時
ダ
ブ
ル
ス
の
部
＝
5
月
口
一

　

日
⑥
8
時
3
0
分
・
シ
ン
グ
ル
ス

　

の
部
＝
5
月
2
6
日
⑨
午
前
8
時

　

3
0
分

会
場
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

参
加
資
格
市
民
ま
た
は
市
内
の

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
人

参
加
料
ダ
ブ
ル
ス
ー
ペ
ア
＝
2

　

0
0
0
円
・
シ
ン
グ
ル
ス
ー

　

人
＝
1
0
0
0
円

締
切
ダ
ブ
ル
ス
＝
5
月
7
日
内

　

シ
ン
グ
ル
ス
＝
5
月
2
0
口
⑥

申
込
・
問
合
せ
先
酒
井
商
事
春

日
S
・
S
へ
（
豊
6
6
●
3
2
1

2
F
A
χ
6
5
・
6
1
5
2
月

～
金
の
午
前
9
時
～
午
後
5
時

の
間
）

●
飯
降
山
夜
間
登
山

日
時
6
月
1
日
①
午
後
4
時
市

　

役
所
集
合
（
雨
天
中
止
）

会
費
1
0
0
円
（
保
険
料
）

主
催
体
育
協
会
・
大
野
親
岳
会

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
容
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
3
1
）
ま
で

・
B
＆
G
こ
ど
も

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

日
時
5
月
2
5
日
①
午
後
1
時
3
0

　

分
～
3
時

場
所
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
小
学
生
・
幼
児
（
幼
児
は

　

保
護
者
同
伴
）

内
容
ゲ
ー
ム
・
映
画

参
加
料
無
料

申
込
当
日
会
場
で
受
け
付
け

問
合
せ
先
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ

　

ー
（
a
6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で

●
剣
道
し
ま
せ
ん
か

日
時
毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
午

　

後
7
時
～
9
時

場
所
火
・
金
＝
エ
キ
サ
イ
ト
広

　

場
、
木
＝
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ

　

ー
対
象
子
供
か
ら
大
人
ま
で

申
込
●
問
合
せ
先
市
剣
道
連
盟

　

事
務
局
日
下
さ
ん
（
豊
6
5
・
1

　

1
2
1
）
ま
で

施設｀

スポット

⑦奥越ふれあい公園

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
や
憩
い
の
広
場
を
配
置

し
た
総
合
公
園
で
す
。
平
成
二
年

か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
平
成
五
年

六
月
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
約
六

・
五
‐
（
計
画
総
面
積
二
十
レ
）

が
一
部
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
全

体
と
し
て
は
、
平
成
十
一
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
可
能
な
施
設
を
紹

介
し
ま
す
。

陸
上
競
技
場

　

ふ
れ
あ
い
公
園
の
メ
イ
ン
施
設

と
な
る
陸
上
競
技
場
は
、
一
周
四

百
□
、
八
コ
ー
ス
で
、
国
体
規
模

の
競
技
も
可
能
な
日
本
陸
連
二
種

公
認
競
技
場
で
す
。
二
千
人
収
容

の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
と
三
千
人
収

容
の
芝
の
外
周
ス
タ
ン
ド
を
備
え
、

全
国
で
も
珍
し
い
グ
リ
ー
ン
色
の

全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
は
目
に
も
さ

わ
や
か
で
す
。

　

コ
ウ
ラ
イ
芝
が

張
ら
れ
た
フ
ィ
ー

ル
ド
は
サ
ッ
カ
ー

な
ど
に
も
使
用
で

き
ま
す
。

　

メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
内
に
は
、
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

の
た
め
に
ト
ラ
ッ

ク
と
同
じ
ア
ン
ツ

ー
カ
ー
舗
装
が
さ

れ
た
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
シ
ャ
ワ

ー
を
備
え
た
ロ
ッ

カ
ー
室
、
医
務
室

審
判
室
、
放
送
室
、

会
議
室
な
ど
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

公
園
の
南
西
に
位
置
し
、
六
面

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ト

は
砂
入
り
の
人
工
芝
で
、
硬
式
と

軟
式
の
兼
用
で
す
。

　

ロ
ッ
カ
ー
や
シ
ャ
ワ
ー
を
備
え

た
コ
ー
ト
ハ
ウ
ス
や
あ
ず
ま
や
、

テ
ー
ブ
ル
、
ベ
ン
チ
も
あ
り
、
快

適
な
プ
レ
ー
が
で
き
ま
す
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

　

公
園
の
南
東
に
位
置
し
、
ク
レ

ー
コ
ー
ト
が
四
面
、
使
用
は
無
料

で
す
。
近
く
に
は
ト
イ
レ
を
備
え

た
休
憩
所
も
あ
り
ま
す
。

　

季
節
の
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
公

園
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
日

　

没
休
館
日
毎
水
曜
日
と
年
末
年
始

場
所
篠
座
7
0
－
4
6

電
話
容
6
5
・
8
6
1
4
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健康診査について

健
康
診
査
を
受
け
て

病
気
の
早
期
発
見
に
心
掛
け
よ
う

　
　

「
自
分
は
大
丈
夫
」
「
自
分
の
体
は
自
分
が
一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
」
そ
う
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
健

康
に
は
、
絶
対
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
時
間
が

な
い
」
な
ど
と
言
わ
な
い
で
、
健
康
診
査
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
自
分
の
健
康
は
自
分
以
外
は
守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

あ
な
た
と
家
族
の
た
め
に
受
診
し
ま
し
よ
う
。

　

今
年
あ
な
た
は
、
各
種
健
康
診

査
調
査
票
で
健
康
診
査
の
受
診
を

申
し
込
ま
れ
ま
し
た
か
。

　

一
月
と
二
月
に
、
各
地
区
の
区

長
、
班
長
、
保
健
推
進
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
結
果
、

調
査
票
の
回
収
率
は
九
八
・
九
ド

に
上
り
ま
し
た
。
こ
の
申
し
込
み

に
よ
り
今
年
の
健
康
診
査
の
通
知

が
作
成
さ
れ
、
受
診
日
の
約
一
ヵ

月
前
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

低
下
す
る
受
診
率

　

各
種
健
康
診
査
の
申
し
込
み
状

況
は
全
体
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
平
成
八
年
度
の
基
本
健
診
の

申
し
込
み
数
は
、
前
年
度
に
比
較

し
て
百
八
十
五
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
に
対
す
る
各
種
健

康
診
査
受
診
率
も
、
全
体
に
低
下

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
子
宮
が
ん
検
診

は
前
年
よ
り
増
加
し
五
五
・
こ
い

　

（
百
三
人
増
加
）
乳
が
ん
検
診
も

増
加
し
、
五
五
・
一
に
（
百
二
十

六
人
増
加
）
を
記
録
。
こ
れ
は
、

保
健
推
進
員
を
通
じ
て
受
診
案
内

を
配
布
し
た
成
果
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

平
成
七
年
度
の
胃
・
大
腸
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
申
し
込
み
に
対

し
五
〇
ド
未
満
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
実
施
月
が
遅
れ
、
待
ち
き

れ
ず
に
ほ
か
の
機
関
で
受
診
さ
れ

た
人
が
多
か
っ
た
か
ら
の
よ
う
で

す
。
今
年
は
、
遅
れ
の
な
い
よ
う

五
月
十
三
日
に
始
ま
り
、
十
一
月

五
日
ま
で
各
種
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
。

年
に
一
度
は
健
康
診
査

　

今
年
度
か
ら
基
本
健
診
の
血
液

検
査
に
、
胆
の
う
、
胆
道
系
の
病

気
と
骨
の
病
気
の
判
定
材
料
に
な

る
ア
ル
カ
リ
フ
オ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
康
に
対
す
る
不
安
は
だ
れ
も

が
持
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
受

け
る
健
康
診
査
の
目
的
は
、
病
気

の
早
期
発
見
と
成
人
病
の
チ
ェ
ッ

ク
で
す
。
安
心
な
生
活
を
送
る
た

め
年
に
一
度
の
健
康
診
査
を
上
手

に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
日
に
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、

各
家
庭
に
配
布
し
て
あ
る
「
わ
く

わ
く
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
見
て
、

都
合
の
よ
い
日
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

〔各種検診受診率〕

皆さんの健康づくりを後押しします・保健Ttzンタ・（豊65－7333）
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クリーニングトラブルを防ぐ

預けるとき、

　　

受け取るときは相互確認

　

い
つ
も
気
軽
に
預
け
て
い
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
。
時
に
は

穴
が
あ
い
た
り
、
変
色
し
た
り
す
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も

起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
預
け
る
場
合
は
、
衣
類
に
異
常

が
無
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
恐
れ
の
あ
る
も

の
は
事
前
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
相
談
し
ま
し
よ
う
。

異
常
を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク

　
　

「
預
け
た
と
き
に
は
、
穴
は
無

か
っ
た
の
に
」
「
預
か
っ
た
と
き
に

は
、
確
か
に
穴
が
あ
い
て
い
た
」

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
合
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
い
つ
、

ど
こ
で
穴
が
あ
い
た
の
か
な
ど
調

べ
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

結
局
は
水
掛
け
論
に
な
り
、
互
い

の
不
満
だ
け
が
残
る
結
果
と
な
る

も
の
で
す
。
品
物
を
預
け
る
と
き

と
受
け
取
る
と
き
、
品
物
に
異
常

が
無
い
か
ど
う
か
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
と
一
緒
に
確
認
す
る
こ
と
が

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
は

　
　

話
し
合
い
で
解
決

　

パ
ー
マ
液
・
漂
白
剤
・
か
び
取

り
剤
な
ど
の
家
庭
用
洗
浄
剤
、
車

・
バ
イ
ク
の
バ
ッ
テ
リ
ー
液
な
ど

が
付
い
た
衣
類
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
で
色
が
変
化
し
た
り
、
穴
が
あ

い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
薬
品
類
を
扱
う
と
き
は
、

衣
類
に
付
着
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
誤
っ
て
付
け
て
し
ま
っ
た
も

の
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
場
八
口
は
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
そ
の
こ
と
を

伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

汗
や
食
べ
こ
ぼ
し
な
ど
の
汚
れ

が
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
も
落
ち
ず

に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
汚
れ
は
水
洗
い

で
落
と
せ
る
場
合
も
多
い
の
で
す

が
、
収
縮
や
型
く
ず
れ
、
生
地
の

傷
み
、
色
落
ち
な
ど
が
生
じ
る
恐

れ
が
あ
り
、
水
洗
い
し
た
く
て
も

で
き
な
い
衣
類
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
汗
や
汚
れ
が
多
く
付
く
よ

う
な
衣
類
に
は
、
水
洗
い
が
で
き

る
も
の
を
な
る
べ
く
購
入
す
る
こ

と
も
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
を

招
か
な
い
一
つ
の
方
法
で
す
。

　

も
し
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル

に
あ
っ
た
ら
、
事
故
の
状
態
を
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
確
認
し
て
も
ら

い
、
原
因
や
責
任
の
所
在
、
ト
ラ

ブ
ル
の
解
決
方
法
な
ど
を
冷
静
に

話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

ワンポイントアドバイス

　

デリケートな衣料品にとって最も安全な方法

として「石油系ドライクリーニング・自然乾燥」

が衣類に表示されています。それでも溶剤の乾

燥が不十分な場合、「化学やけど一接触皮膚炎」

の原因になります。クリーニング後はポリ袋か

ら出して、風通しのよいところにつるして、よ

く乾燥し時間をおいてから着ましょう。

龍生活に｜對るご稽旧＝1財穂センターへ・豊66－1111Pl！463ばぶ；）
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

長い冬が終って

ぐ1るーぷ登場 日の出善隣館卓球部

自
分
た
ち
で
自
由
に
、
伸
び
伸
び
と

　

児
童
養
護
施
設
「
日
の
出
善
隣

館
」
の
卓
球
部
は
、
3
月
に
行
わ

れ
た
市
民
卓
球
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
納
め
ま
し
た
。
指
導
に
当
た

っ
て
い
る
荻
野
至
さ
ん
（
明
倫
町
）

が
、
何
か
子
供
の
自
信
に
つ
な
が

る
こ
と
を
し
よ
う
と
卓
球
を
始
め

た
そ
う
で
す
。
卓
球
に
決
め
た
の

は
用
具
や
場
所
、
人
数
の
関
係
と
、

荻
野
さ
ん
自
身
が
卓
球
を
し
て
い

た
か
ら
で
す
。

　

平
成
二
年
に
部
を
結
成
す
る
前

に
大
会
へ
の
参
加
依
頼
が
あ
り
、

一
度
四
人
で
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
子
供
だ
ち
か
ら
続

け
た
い
と
話
が
あ
り
、
正
式
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
部
員
は
、
男
子
五
名
、

女
子
一
名
の
六
名
で
、
全
員
小
学

生
で
す
。
「
あ
く
ま
で
自
主
性
に

任
せ
、
伸
び
伸
び
と
」
が
基
本
方

針
。
基
礎
練
習
を
中
心
に
行
い
、

後
は
自
由
に
試
合
形
式
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
中
高
生
た
ち
も
練
習

の
相
手
を
し
て
く
れ
ま
す
。
中
学

生
に
な
る
と
学
校
の
卓
球
部
に
所

属
し
た
り
、
ほ
か
の
ク
ラ
ブ
活
動

を
始
め
た
り
し
て
、
特
に
園
内
で

は
卓
球
だ
け
を
勧
め
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
達
が
早
く
、
二
年
前
に

は
、
二
人
が
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
に
出
場
し
た
ほ
ど

で
す
。
現
在
の
実
力
は
県
大

会
の
団
体
戦
で
ベ
ス
ト
エ
イ

ト
く
ら
い
と
か
。
最
近
は
市

内
だ
け
で
な
く
勝
山
市
や
美

山
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

も
交
流
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

六
月
八
日
に
は
、
地
域
に

根
差
し
た
活
動
を
目
的
に
、

日
の
出
善
隣
館
主
催
の
卓
球

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
「
負
け
る

と
悔
し
い
け
ど
、
練
習
も
試

合
も
楽
し
い
で
す
一
と
口
を

そ
ろ
え
ま
す
。

　

荻
野
さ
ん
は
、
「
一
人
で
も
多

く
の
子
供
が
全
国
大
会
に
出
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。
O
B
で
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
て
、
大
会
に
参
加
す

る
こ
と
が
夢
で
す
」
と
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

6
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友
だ
ち
が
い
る

　

大
野
が
大
好
き
で
す

　

元
文
さ
ん
は
、
今
春
県
内
の
短

大
を
卒
業
し
て
、
市
内
の
金
融
機

関
に
就
職
し
た
ば
か
り
で
す
。
予

ど
も
の
こ
ろ
は
、
ヶ
－
牛
屋
さ
ん

に
な
り
た
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

学
生
時
代
か
ら
、
友
達
が
た
く

さ
ん
い
る
大
野
で
就
職
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
野
は
の
ん

び
り
と
し
て
暮
ら
し
や
す
く
、
自

分
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
そ
う
で
す
。

　

就
職
し
て
初
め
て
お
客
さ
ん
に

接
し
た
と
き
は
、
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
L
司
や
先
輩
は
仕
事
に

対
し
て
厳
し
い
で
す
が
、
と
て
も

優
し
く
指
導
し
て
も
ら
い
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
仕
事
に
慣

れ
て
い
な
い
の
で
、
休
口
に
大
好

き
な
お
菓
子
づ
く
り
を
す
る
余
裕

も
な
い
そ
う
で
す
。
何
よ
り
も
早

く
仕
事
を
覚
え
て
一
人
前
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
の
思
い
出
は
、
卒
業

旅
行
で
神
戸
に
行
っ
だ
こ
と
で
す
。

あ
の
街
を
見
た
だ
け
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

大
好
き
な
大
野
で
す
が
、
や
は

り
娯
楽
施
設
の
少
な
さ
が
気
に
な

り
ま
す
。
プ
ロ
野
球
や
J
リ
ー
グ

の
よ
う
な
大
会
が
観
戦
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
こ
そ
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に

挑
戦
し
て
み
た
い
と
、
夢
が
膨
ら

み
ま
す
。

元文麻衣さん

　　

（20歳・口占町）



私宅，勺・｀Cこ，そ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
る

　
　
　
　
　

配
偶
者
の
年
金
届
け
出
は

Q

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
私

の
年
金
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

　

昨
年
、
私
は
夫
と
大
野
市
へ
U

タ
ー
ン
し
て
き
ま
し
た
。
夫
は
、

市
内
で
新
し
い
会
社
に
就
職
し
て

い
ま
す
。

　

以
前
、
広
報
「
お
お
の
」
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

妻
は
、
自
分
で
年
金
の
届
け
出
が

必
要
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

夫
の
勤
務
先
は
替
わ
り
ま
し
た

が
、
扶
養
家
族
で
あ
る
私
や
子
供

に
は
、
何
の
変
更
も
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
や
税
金
上
の
扶
養
に
も

な
っ
て
い
ま
す
し
、
会
社
か
ら
も

何
も
言
わ
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て

も
届
け
出
が
必
要
な
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

A

　

現
在
、
日
本
国
内
に

住
む
二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
人
は
、
例
外

を
除
き
す
べ
て
国
民
年
金
に
加
入

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
加
入
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
一
一
ト
歳
以
ト

六
十
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
届
け

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
第
三
号
被

保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
納
付
が

不
要
と
な
り
ま
す
。
会
社
で
扶
養

認
定
が
済
め
ば
そ
れ
で
終
わ
り
で

は
な
く
、
住
所
の
あ
る
市
町
村
役

場
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

お
尋
ね
の
件
で
す
が
、
ご
主
人

が
昨
年
会
社
を
退
職
さ
れ
た
時
点

で
、
あ
な
た
の
第
三
号
被
保
険
者

と
し
て
の
資
格
は
途
切
れ
ま
し
た
。

ご
主
人
の
退
職
以
降
、
あ
な
た
の

保
険
料
は
未
納
状
態
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
将
来
の
年

金
受
給
に
大
き
な
影
響
が
出
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
ご
主
人
が
再
就
職

さ
れ
た
時
点
で
の
第
三
号
被
保
険

者
の
届
け
出
を
9
急
に
お
願
い
し

ま
す
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
脱
退

と
再
加
入
の
日
付
が
同
日
で
あ
っ

た
り
、
組
織
の
変
更
な
ど
で
同
じ

会
社
で
あ
っ
て
も
厚
生
年
金
が
一

時
途
切
れ
た
り
す
る
と
、
や
は
り

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ

の
届
け
の
時
効
は
二
年
間
で
す
が
、

平
成
八
年
度
未
ま
で
に
届
け
出
を

す
れ
ば
、
す
べ
て
の
期
間
に
つ
い

て
認
め
ら
れ
る
特
例
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
自
分
の
年

金
届
け
出
に
つ
い
て
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
（
市
民
課
長
）

邑緋陶砂

南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
で
養
護
教
育
を

野
村
陽
子
さ
ん
（
咽
或
篠
座
）

　

野
村
さ
ん
は
、
四
月
か
ら
二
年

間
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
の
養
護
学
校

へ
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ

と
聞
い
て
も
す
ぐ
に
思
い
浮
か
ば

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
球

儀
で
は
ち
ょ
う
ど
日
本
の
裏
側
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
養
護
教
育
を
専
攻
し
、

特
に
障
害
児
教
育
の
研
究
を
し
て

き
ま
し
た
。
卒
業
後
、
県
内
の
小

学
校
な
ど
で
非
常
勤
講
師
と
し
て

勤
務
。
在
学
中
か
ら
海
外
協
力
隊

に
は
興
味
が
あ
り
、
今
回
、
今
ま

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
別
の
視
点

か
ら
見
直
し
、
将
来
の
自
分
自
身

の
進
路
に
役
立
て
た
い
と
応
募
し

ま
し
た
。
す
ぐ
に
は
、
家
族
に
理

解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

よ
く
話
し
〈
口
っ
て
賛
成
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
治
安
が
良
く

親
日
的
で
あ
る
と
聞
い
て
は
い
る

も
の
の
、
や
は
り
仕
事
や
食
事
の

面
で
も
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

現
地
の
言
葉
の
ス
ペ
イ
ン
語
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
二
ヵ
月
間
研
修

を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
パ
ラ
グ

ア
イ
で
語
学
研
修
を
受
け
て
か
ら

イ
タ
グ
ア
市
へ
配
属
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
早
く
現
地
に
解
け
込
み
、
今

ま
で
学
ん
だ
こ
と
を
最
大
限
に
生

か
し
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
子
ど

も
た
ち
と
、
心
で
通
じ
合
え
る
で

し
ょ
う
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

お
知
ら
せ

・
国
民
年
金
保
険
料

　

免
除
申
請
は
五
月
末
日

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
国
民
年
金

保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
、
所
得
や
家
族
構
成
、

資
産
の
状
況
（
学
生
は
専
用
の
免

除
基
準
）
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で

認
め
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
を
四
月
か
ら
受

け
た
い
人
は
、
五
月
末
日
ま
で
に

市
役
所
（
住
民
票
を
市
外
に
移
し

て
い
る
場
合
は
、
転
出
先
の
市
町

村
役
場
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
免
除
申
請
に
は
、
年
分
ぞ

帳
と
印
鑑
、
さ
ら
に
学
生
は
そ
の

年
度
の
在
学
証
明
書
と
親
元
世
帯

の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
淑
役
所
市
民
課
年

金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

5
5
ま
で
。



みんなの道路をきれいに

高校生の「流れ星」が清掃奉仕

　

3月22日、高校生のボランティアグループ

「流れ星」が国道158号沿いの空き缶拾いをし

ました。通学路が投げ捨てで汚れているのに

気付き、自発的に行ったものです。あいにく

の雨風の強い天気にもかかわらず、10人のメ

ンバーが参加。春日から吉までの道端や田ん

ぼに捨てられた空き缶やごみを手際よく拾い

集めました。

貴重な魚「イトヨ」の

イメージソング大募集

中野工業団地に2社目

福井大倉産業が起工式

　

4月3日、中野工業団地に京都から進出し

た福井大倉産業が工場の起工式を行ないまし

た。6，320平方航の敷地に、鉄骨2階建て、延

べ約4，000平方位の工場を建設。8月の完成後

は、通販で扱う衣料の検品や包装、発送など

を行います。雇用人数は50人で、うち地元か

らは男子2人と女子46人。

拍循回底場rてTTrrT磋Jぬよム二・；・



話循回底詣

消費生活の相談を、お受けします

　

市ではこのほど、訪問販売などの苦情や相談の窓口とな

る消費生活モニターを15人と消費生活のアドバイスなどを

する暮らしのアドバイザーを3人委嘱しました。お気軽に

相談ください。●消費生活モニター・松渾慶子（水落）宮

沢幸恵（糸魚町）國本美智子（泉町）広瀬美幸（国時町）中出

子寿江（美里町）竹内喜代子（西大月）広瀬典子（中津川）

山吉浩子（庄林）久保好（牛ヶ原）森本悦子（鍬掛）高井美

智代（平沢）米沢富枝（木本）堺井好子（田野）林秋美（富

塚）林くるみ（不動堂）●くらしのアドバイザー・長谷川

佳子（春日2）長田佐知子（開発）北山よし子（牛ヶ原）

明治の大火を忘れるな
春の消防訓練でー斉放水

　

大野地区消防本部は市の大火記念日の4月

8日、春季消防総合訓練を行いました。訓練

には、消防本部と消防団から360人以上、消

防車など34台が参加。開成中学校前でサイレ

ンを合図に一斉放水した後、市中行進や観閲

式などをして防火への意識を新たにしました。

この訓練は、明治21年の大野町大火を教訓と

して毎年実施されています。

夫狗や獅子が舞を披露
蕨生で「里神楽」を奉納

　

4月9日、蕨生の埴安姫神社で伝統の「里

神楽」が奉納されました。明治15年以来、毎

年豊作を祈って奉納されています。天狗や獅

子、お多福にふんした地区の青年たちは、日

ごろの練習の成果を舞で披露。ユーモアあふ

れる仕草は、訪れた人たちの大きな笑いを誘

っていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

5月

●
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

申
請
は
5
月
2
4
日
ま
で

　

体
の
不
自
由
な
人
が
、
仕
事
や

通
院
な
ど
で
軽
自
動
車
（
こ
輪
も

含
む
）
を
使
う
場
合
は
、
軽
自
動

車
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

障
害
の
程
度
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
が
、
次
の
場
合
は
免
除
さ

れ
ま
せ
ん
。

▼
車
検
証
所
有
者
欄
の
使
用
者
氏

　

名
が
、
該
当
者
本
人
（
1
8
歳
未

　

満
の
場
合
は
生
計
を
同
じ
く
す

　

る
人
の
氏
名
）
に
な
っ
て
い
な

　

い
と
き

▼
す
で
に
、
普
通
自
動
車
税
な
ど

　

の
減
免
を
受
け
て
い
る
と
き

持
参
品
印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

　

精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
・
運
転

　

免
許
証

申
請
期
限
5
月
2
4
日
②

申
請
・
問
合
せ
先
市
役
所
税
務

　

課
収
税
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
2
2
）
ま
で

軽自動車税の減免対象となる障害

障害の区分 障害の等級

視覚障害 1級～3級、4級の1
聴覚障害 2級、3級

平衡機能障害 3級

音声機能障害
3級（喉頭摘出による音声機能障害

がある場合に限る）

上肢不自由 1級、2級の1・2

下肢不自由 1級～6級

体幹機能障害 1級～3級、5級
乳幼児期以前の

非進行性脳病変

による運動機能

障害

上肢
不自由

1級、2級（1上肢のみに運動機

能障害がある場合を除く）

移動機能 1級～6級

心臓機能障害 1級、3級
腎臓機能障害 1級、3級
呼吸器機能障害 1級、3級

膀胱・小腸・直腸機能障害1級、3級

療育手帳 （A）
精神障害者 1級
※いずれも本人が運転する場合です。生計同一者が運転する場合は、　

対象となる等級が若干異なります。

●
自
然
が
好
き
で

　
　

樹
木
医
を
志
す
人
へ

　

市
で
は
樹
木
医
の
国
家
試
験
の

受
験
者
や
研
修
の
希
望
者
を
募
集

し
、
受
験
・
研
修
費
用
の
8
割
を

補
助
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
2
5
歳
以
上
で
、
林

業
や
造
園
業
に
7
年
以
上
従
事
経

験
が
あ
る
男
女
。

募
集
人
員
3
人
程
度

締
切
6
月
2
8
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
林
務

　

課
林
業
振
興
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
3
2
2
）
ま
で

●
保
健
婦
と
一
緒
に

　
　
　

健
康
づ
く
り
を

　

地
区
や
団
体
で
健
康
づ
く
り
の

講
習
会
や
研
修
会
を
開
く
場
合
、

保
健
婦
が
伺
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
・
学
習
内
容
を
計
画

し
、
5
月
3
1
日
②
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
簡
単
に
で
き
る
健
康
体

操
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

【
健
康
体
操
セ
ミ
ナ
ー
一

日
時
5
月
2
2
日
④
・
2
8
日
汚
・

　

3
1
日
②
・
6
月
3
日
⑥
・
6
日

　

④
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

場
所
5
月
＝
石
灯
龍
会
館
・
6

　

月
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

締
切
5
月
1
6
日
④
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
保
健

　

衛
生
課
健
康
増
進
係
（
酋
6
5
・

　

7
3
3
3
）
ま
で

●
洋
裁
し
ま
せ
ん
か

日
時
6
月
6
日
④
～
H
月
2
8
日

　

④
の
毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
～

　

3
時
計
2
3
回
（
休
み
の
日
あ

　

り
）

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
ブ
ラ
ウ
ス
ー
ス
カ
ー
ト
ー

　

パ
ン
ツ
な
ど
の
製
作

受
講
料
1
ヵ
月
1
0
0
0
円

　
　

（
材
料
費
別
）

定
員
先
着
1
2
人

申
込
・
問
合
せ
先
職
業
訓
練
セ

　

ン
タ
ー
（
容
6
5
・
6
8
4
0
）

　

ま
で

●
初
級
英
会
話
教
室

日
時
5
月
2
7
日
⑧
と
3
0
日
④
～

　

7
月
2
5
日
④
の
毎
週
木
曜
日
午

　

後
7
時
3
0
分
～
9
時
3
0
分
計

　

1
0
回

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
県
派
遣
外
国
人
教
師

定
員
2
0
人

受
講
料
1
0
0
0
円

締
切
5
月
2
4
日
②

申
込
・
問
合
せ
先
市
勤
労
青
少

　

年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・
7
2
2
1
）

　

ま
で

－交通

安全

M
v
H
K
K

水
f
y
卜

小
さ
な
子
供大

き
な
危
険

　

新
入
学
児
童
も
学
校
に
慣
れ

て
友
達
も
で
き
、
生
き
生
き
と

登
下
校
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
か
わ
い
い

子
供
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
、
今
一
度
次
の
こ
と

を
繰
り
返
し
教
え
ま
し
ょ
う
。

①
通
学
路
を
実
際
に
歩
い
て
教

　

え
、
い
つ
も
決
め
ら
れ
た
経

　

路
を
通
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

　

指
示
さ
れ
た
場
所
以
外
は
道

　

路
を
横
断
し
な
い
よ
う
に
徹

　

底
す
る
。

②
ど
の
信
号
機
を
見
る
の
か
、

押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
は
ど

う
使
う
の
か
、
青
信
号
で
も

必
ず
安
全
を
確
か
め
る
な
ど

指
導
す
る
。

③
信
号
機
の
な
い
道
路
を
横
断

　

す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
横

　

断
歩
道
や
青
信
号
で
横
断
す

　

る
と
き
も
左
右
を
よ
く
確
認

　

す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

④
停
車
し
て
い
る
車
両
の
直
前
、

　

直
後
か
ら
道
路
を
横
断
す
る

　

と
走
行
車
両
が
よ
く
見
え
な

　

い
こ
と
を
体
験
さ
せ
る
。
近

　

く
に
信
号
機
や
横
断
歩
道
が

　

無
い
と
き
は
、
左
右
が
見
通

　

せ
る
場
所
か
ら
道
路
を
横
断

　

す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
子

供
の
飛
び
出
し
に
備
え
て
、
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
た
ゆ
と
り
あ
る

運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

・
高
齢
者
の

　

安
全
運
転
体
験
教
室

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
と
交
通
マ
ナ
ー
向
上
を
目
的

に
、
高
齢
者
安
全
運
転
体
験
教
室

（
シ
ル
バ
ー
・
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ー

ド
ッ
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。
講
習

は
、
自
動
車
学
校
の
教
習
指
導
員

に
よ
る
実
車
指
導
で
す
。

日
時
毎
週
水
曜
日
の
午
前
哨
一
時

　

～
正
午
・
受
講
者
が
5
～
6
人

　

に
達
し
た
時
点
で
随
時
実
施

場
所
大
野
自
動
車
学
校

対
象
普
通
免
許
所
持
者
で
年
齢

　

6
5
歳
以
上
の
市
民

受
講
料
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
市
役
所
生
活

　

環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
6
1
）
ま

　

た
は
大
野
警
察
署
交
通
課
（
き

　

6
6
●
3
9
0
0
）
ま
で

●
交
番
・
駐
在
所
に

　
　
　
　
　
　

ご
意
見
を

警
察
と
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
、

警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
と
一
般

家
庭
・
事
業
所
を
結
ぶ
フ
ァ
ク
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
情
報
と
ネ

ッ
ト
へ
の
加
入
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

大
野
警
察
署
豊
6
6
・
3
9
0
0

　

同
フ
ァ
ク
ス
6
6
・
4
3
4
2

　

三
番
交
番
豊
6
5
・
7
8
8
3

　

駅
前
交
番
豊
6
5
●
8
3
3
6

　

下
庄
駐
在
所
容
6
5
・
2
6
3
5

乾
側
駐
在
所
容
6
6
．
5
3
0
5

稲
郷
駐
在
所
容
6
4
・
1
9
0
5

上
野
駐
在
所
豊
6
5
・
7
3
2
4

阪
谷
駐
在
所
豊
6
7
・
1
3
0
4

蕨
生
駐
在
所
豊
6
5
・
6
8
4
4

※
交
番
、
駐
在
所
の
フ
ァ
ク
ス
番

　

号
は
電
話
と
兼
用
で
す
。

・
茶
道
講
座

　
　
　

「
初
め
て
の
お
茶
」

日
時
5
月
～
9
月
の
第
2
・
第

　

4
月
曜
日
昼
の
部
＝
午
後
2

　

時
～
4
時
・
夜
の
部
＝
午
後
7

　

時
～
9
時

対
象
者
初
心
者

服
装
平
服
で
白
ソ
ッ
ク
ス

参
加
費
1
ヵ
月
1
0
0
0
円
程

　

度
申
込
・
問
合
せ
先
下
庄
公
民
館

　

（
容
6
6
・
2
1
4
2
）
ま
で

●
七
間
朝
市
・

　
　
　

山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア

　

山
々
も
新
緑
に
映
え
、
春
本
番

と
な
り
ま
し
た
。
山
菜
や
地
場
産

品
を
中
心
と
し
た
七
間
朝
市
の
お

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時
5
月
1
8
日
①
午
後
2
時
～

　

5
時
。
1
9
日
⑥
午
前
7
時
～
正

　

午
場
所
七
間
通
り
と
元
町
会
館

内
容
朝
市
の
総
出
店
・
山
菜
や

　

花
の
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
「
春
の

　

味
」
山
菜
茶
屋
、
山
菜
料
理
教

　

室
、
山
菜
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な

　

ど

問
合
せ
先
七
間
朝
市
振
興
協
議

　

会
（
豊
6
5
●
8
9
0
0
）
ま
で

・
歯
の
な
ん
で
も
相
談
と

　

フ
ツ
素
塗
布

　

6
月
4
日
か
ら
は
歯
の
衛
生
週

間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯
に

対
し
て
の
関
心
を
深
め
健
康
的
な

人
生
を
過
ご
し
て
頂
く
た
め
に
、

無
料
で
相
談
・
検
診
、
フ
ッ
素
塗

布
（
5
歳
の
み
）
な
ど
を
行
い
ま

す
。

日
時
6
月
2
日
旬
午
前
1
0
時
～

　

午
後
3
時

場
所
リ
ブ
レ
3
階
ト
ゥ
モ
ロ
ー

　

ラ
ン
ド

大
野
イ
ト
ヨ
の
会
（
仮
称
）

　
　
　
　
　

会
員
募
集

　

本
願
清
水
を
中
心
に
生
息
す
る

イ
ト
ヨ
は
、
姿
も
生
態
も
実
に
ユ

ニ
ー
ク
で
す
。
市
教
育
委
員
会
で

は
、
イ
ト
ヨ
を
も
っ
と
知
り
、
イ

ト
ヨ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

す
る
た
め
に
大
野
イ
ト
ヨ
の
会

（
仮
称
）
を
結
成
し
ま
す
。

　

イ
ト
ヨ
に
関
心
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格
小
学
生
以
上
の
男
女

申
込
・
問
合
せ
先
大
野
市
教
育

　

委
員
会
文
化
振
興
室
（
容
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
5
4
6
）
ま
で

忘れずに！

　　

児童手当現況届は6月中、

　　　　　　　　

再請求は5月中に

支給の対象

　

3歳未満の児童を養育している

人に支給されます。

　

ただし、前年の所得が一定額以

上の場合には、所得制限により支

給されないことがあります。

手当の額（月額）

　

第1子5，000円

　

第2子5，000円

　

第3子10，000円

支給の時期

　

認定請求をした日の属する月の

翌月から開始され、支給事由の消

滅した日の属する月分で終わりま

す。支給は、2・6・10月に前月

分までが支給されます。

特例給付

　

所得制限により手当を受けられ

ないサラリーマン（厚生年金など

に加入している人）は、所得が一

定額未満の場合に限って特例給付

（手当額は同じ）が支給されます。

児童手当現況届

　

手当を受けている人は、毎年6

月1日の状況を記載した届と次の

添付書類を、6月中に提出し無け

ればなりません。提出がないと6

月分以降の支給が停止されますの

でご注意ください。

　

・年金加入証明書

　　

受給者が被用者（サラリーマ

　　

ンなど）である場合

　

。前住所地の所得証明

　　

1月1日に市内に住所が無か

　　

った場合

★前年に所得超過のため却下とな

った人へ

　

所得の減少や扶養家族の増加、

加入年金の変更により再認定され

ることもあります。5月中に再請

求されることをお勧めします。

届出．問合せ先

　

市役所福祉課児童福祉係容66一1111内線476



″

一
’

⑥
愛
用
し
て
い
た
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

　
　
　

藤
井
良
さ
ん
（
天
神
町
）

　

天
神
町
の
藤
井
良
さ
ん
（
3
4
歳
）
の
宝
は
、

最
近
ほ
と
ん
ど
見
掛
け
る
こ
と
が
な
い
木
製

の
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
で
す
。
全
体
に
黒
い
色

が
塗
ら
れ
、
オ
レ
ン
ジ
と
白
の
ラ
イ
ン
が
入

っ
て
い
て
ベ
ル
ギ
ー
製
で
す
。
十
五
年
く
ら

い
前
ま
で
は
木
製
の
ラ
ケ
ッ
ト
が
一
般
的
で

し
た
が
、
そ
れ
以
後
、
一
周
り
大
き
な
グ
ラ

ス
フ
ァ
イ
バ
ー
製
の
も
の
が
普
及
し
て
き
ま

し
た
。

　

藤
井
さ
ん
が
こ
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
た
の

は
高
校
二
年
生
の
こ
ろ
で
す
。
当
時
、
世
界

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
外
国
選
手
の
プ
レ
ー
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
あ
こ
が
れ
て
い
た
そ
の
選
手
と

同
じ
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
い
た
く
て
、
福
井
の
店

を
探
し
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
も
無
か
っ
た
の

で
、
東
京
か
ら
取
り
寄
せ
た
そ
う
で
す
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に
入
れ
て
か
ら
は
、
一
人

で
壁
打
ち
を
す
る
た
め
福
井
の
下
宿
か
ら
運

動
公
園
ま
で
十
ノ
を
自
転
車
で
通
う
ほ
ど
一

生
懸
命
練
習
し
た
そ
う
で
す
。
高
校
生
に
と

つ
て
ラ
ケ
ッ
ト
は
高
価
で
、
使
わ
な
い
と
き

で
も
部
屋
の
中
で
飾
っ
た
り
、
手
に
取
っ
た

り
し
て
大
事
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

大
学
に
進
ん
で
か
ら
も
、
テ
ニ
ス
が
し
た

く
て
友
人
と
二
人
で
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
ま

し
た
。
現
在
も
サ
ー
ク
ル
は
、
活
発
に
活
動

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
遠
く
離
れ
て
い
る
そ

の
友
人
と
も
時
々
会
っ
て
、
テ
ニ
ス
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
も
こ
の
ラ
ケ
ッ
ト
か
ら

生
ま
れ
た
交
流
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

「
今
も
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、

こ
の
ラ
ケ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ

に
テ
ニ
ス
を
し
て
い
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と

も
出
会
え
ま
し
た
。
も
う
使
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
思
い
出
の
込
も
つ
た
こ
の
ラ
ケ

ッ
ト
を
大
事
に
し
た
い
で
す
」
と
、
に
こ
や

か
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

4月1日現在 前月比

世帯数 11，462世帯 △8世帯

人口 41，500人 △65人

内訳
男 19，821人 △40人

女 21，679人 △25人

3月中の異動
転人 143人 出生 23人

転出 193人 死亡 38人

市内の交通事故状況（nヵ、69）

件数内訳
平成8年

3月末

平成7年

3月末
比較

総件数 154件 182件 △28件

人
身

事
故

件数 32件 36件 △4件

死者 O人 O人 O人

傷者 46人 50人 △4人

物損事故 122件 146件 △24件

表
紙
の
こ
と
ば

　

晴
天
の
四
月
十
四
日
、
市
内

初
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
と
な
る
「
庄

日
福
井
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
ふ

れ
あ
い
公
園
を
発
着
に
開
か
れ

ま
し
た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部

の
百
七
十
六
人
を
庄
心
に
二
百

十
六
人
の
参
加
が
あ
り
、
駐
車

場
に
は
県
外
ナ
ン
バ
ー
が
勢
ぞ

ろ
い
。
大
野
の
春
の
風
物
詩
が

一
つ
増
え
た
よ
う
で
す
。

編
集
後
記

　

四
月
の
人
事
異
動
で
初
め
て

広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
で
さ
え
慌
た
だ

し
い
四
月
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
野

を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
紙

面
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
戸

惑
い
な
が
ら
も
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
（
真
田
）

月眠見i11

　

先
月
は
中
旬
に
入
っ

て
も
雪
が
降
る
始
末
で
、

こ
の
辺
り
の
人
が
「
い

つ
ま
で
も
春
汚
い
こ
と

で
す
ね
」
と
言
う
、
そ

の
言
葉
通
り
の
天
候
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
花
は
咲
き
新
緑
の
季
節
と

な
っ
た
？
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
い
つ
も
思
う
の

だ
が
、
大
野
に
も
人
が
集
い
、
愛
で
る
に
足
る

だ
け
の
花
の
エ
リ
ア
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
見
ご
た
え
の
あ

る
花
園
と
な
り
、
名
所
と
な
る
ま
で
に
は
時
間

が
か
か
る
が
、
ス
イ
セ
ン
も
ツ
ツ
ジ
も
ア
ジ
サ

イ
も
皆
、
戦
後
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
ば
か
り

で
あ
る
？
大
野
は
名
水
の
里
と
も
い
わ
れ
る
が
、

水
に
ち
な
む
イ
ベ
ン
ト
も
こ
れ
と
い
っ
て
無
い
。

上
水
の
確
保
と
排
水
処
理
の
レ
ベ
ル
で
計
画
の

実
行
段
階
に
あ
る
。
上
下
水
道
の
完
備
が
望
ま

れ
る
▼
こ
の
あ
た
り
で
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
本

格
的
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
さ
れ
て
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
名
水
マ
ラ
ソ
ン
と
い
っ
た
よ
う
な
名

称
を
付
け
る
の
も
よ
い
が
、
水
そ
の
も
の
に
あ

く
ま
で
こ
だ
わ
り
、
そ
の
本
質
に
迫
る
よ
う
な

テ
ー
マ
の
設
定
が
求
め
ら
れ
る
。
水
の
歴
史
、

水
の
文
学
、
水
の
音
楽
や
絵
画
な
ど
の
人
と
水

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

か
ら
深
め
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
▼
筆
者

が
述
べ
た
い
こ
と
は
二
つ
あ
る
。
桜
が
開
花
し

て
い
な
い
の
に
、
さ
く
ら
ま
つ
り
を
や
る
と
い

っ
た
こ
と
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。
も
う
一
つ

は
、
水
と
い
う
も
の
を
日
常
生
活
レ
ベ
ル
に
留

め
て
お
か
な
い
で
、
い
く
つ
も
の
角
度
か
ら
と

ら
え
る
こ
と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
い
ず
れ
も
イ
ベ
ン
ト
の
再
考
に
関
す
る
こ

と
で
あ
る
。
（
A
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
）
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